
商
工
経
済
研
究
 
／
第
十
三
食
草
嶺
（
鍔
記
翫
）
 
 
 

一
フ
 
ラ
 
ン
 
ス
 
人
の
貯
蓄
心
 
 
 

周
知
の
如
く
フ
ラ
㌢
ス
人
は
義
に
貯
蓄
心
に
富
み
、
農
民
は
背
か
ら
毛
寂
の
靴
下
（
b
a
研
d
㌻
a
i
n
e
）
を
財
布
の
代
り
と
し
て
 
 

大
戦
前
に
於
け
牒
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
蓄
及
び
投
資
…
 
 

川
 
東
 
太
 
郎
 

我
国
忙
於
て
は
戦
時
財
政
経
圃
の
進
行
に
伴
ひ
、
裳
大
な
る
赤
字
公
債
の
窺
行
が
改
定
せ
ら
れ
、
此
の
国
債
消
化
の
必
要
と
 
 

一
カ
に
は
生
産
力
撰
尭
の
必
要
と
忙
依
っ
て
J
、
国
民
貯
蓄
の
檜
大
が
痛
感
せ
ら
れ
、
政
府
は
大
蔵
省
産
貯
寄
奨
励
局
戊
設
け
て
 
 

年
八
十
億
跳
を
目
槻
と
し
て
貯
留
の
焚
願
に
乗
出
す
こ
と
に
な
つ
た
。
此
時
に
懲
り
、
貯
甫
観
と
科
せ
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
 
 

民
貯
静
を
捷
る
諮
問
旗
、
就
中
近
年
忙
於
け
る
其
の
朗
政
経
酵
の
難
局
と
観
艮
貯
晋
と
 

J
亡
な
す
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
。
・
只
だ
本
稿
は
近
年
の
問
題
忙
入
る
迄
の
序
説
と
し
て
調
べ
料
る
世
界
大
戦
前
の
状
 
 

＼  

態
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
都
合
に
依
っ
て
此
虞
に
載
せ
る
こ
と
ゝ
L
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

大
磯
前
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
．
の
国
民
貯
蓄
及
び
投
資
 
 

（
九
こ
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第
十
二
惑
 
第
こ
渋
 
 

（
九
二
）
 
こ
 
 

之
れ
に
金
銭
を
入
れ
て
ゐ
る
と
冨
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
貯
蓄
心
に
就
い
て
芸
害
す
る
も
の
は
、
叫
九
〇
八
年
 
 

九
月
十
九
日
ド
イ
ツ
帝
図
試
合
に
於
い
て
時
の
宰
相
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
述
べ
に
次
の
青
菜
で
、
之
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
に
 
 

（
1
〕
 
 

就
い
て
論
や
る
拳
者
の
屡
々
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
余
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
人
を
知
っ
て
ゐ
る
。
企
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
 
 

七
多
年
を
過
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
富
は
、
其
の
土
地
の
豊
餞
次
い
で
固
家
及
び
住
民
の
活
動
に
挙
～
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
問
質
著
 
 

す
る
に
足
る
其
の
節
約
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
男
女
の
各
々
が
特
徴
と
す
る
此
の
貯
蓄
心
に
依
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
 
 

世
界
の
銀
行
家
と
成
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
生
産
に
依
っ
て
得
る
と
こ
ろ
は
我
々
よ
り
も
少
い
が
、
貯
苫
に
依
っ
て
そ
れ
を
 
 

補
ふ
の
で
あ
る
。
」
此
の
言
葉
は
簡
潔
に
フ
ラ
ン
ス
の
長
桝
及
び
フ
ナ
ン
ス
人
の
貯
蓄
心
を
叙
述
し
て
ゐ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
韓
階
 
 

級
或
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
呼
ば
れ
る
階
傲
が
、
大
塑
肌
に
於
て
生
餌
の
安
定
を
目
的
と
し
て
如
何
に
貯
蓄
を
す
る
に
熱
心
で
あ
つ
た
 
 

へ
2
）
 
 

か
は
、
次
の
ロ
リ
オ
の
｝
文
に
依
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
 
 
 

「
山
空
四
年
以
前
忙
成
人
期
に
逸
し
た
者
、
特
忙
田
舎
の
小
都
合
或
は
郡
役
所
の
所
在
地
忙
住
ん
で
居
っ
た
恕
で
あ
れ
ば
何
人
も
、
其
の
記
憶
 
 

ラ
ン
チ
エ
一
 
 
 

に
訴
へ
て
、
昔
時
の
中
小
の
金
利
生
晴
着
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
つ
た
ふ
を
容
易
に
思
ひ
出
す
の
で
あ
る
。
商
質
か
ら
引
退
L
泉
南
人
、
退
職
L
 

た
官
公
吏
、
姦
列
席
の
暮
吏
員
、
僅
か
な
嚢
塵
を
持
っ
寡
婦
や
未
婚
の
老
女
達
は
、
節
約
七
て
曹
へ
或
は
遺
産
と
し
て
受
け
た
小
褒
本
よ
り
得
る
 
 
 

所
得
で
生
精
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
在
政
の
官
公
史
は
儲
か
の
俸
給
し
か
受
け
て
ゐ
な
い
の
で
、
恥
し
く
な
い
地
位
を
保
ち
猪
立
性
を
維
持
ナ
 
 
 

る
た
め
に
は
、
白
月
の
資
産
を
侍
っ
て
ゐ
る
必
繋
が
あ
つ
姦
。
幾
代
忙
も
草
る
貯
曹
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
財
産
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
 
 
 

ら
な
い
ド
イ
ツ
人
ヤ
ア
メ
リ
カ
人
は
、
我
々
を
蛙
蔑
し
て
「
金
側
生
措
督
国
民
」
告
ぢ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
誰
も
が
l
最
早
働
か
な
く
て
も
 
 
 

よ
い
と
考
へ
ら
れ
る
収
入
を
鉱
山
す
竺
足
る
資
本
阜
持
つ
迄
、
貯
留
を
し
た
。
斑
幣
は
安
定
し
て
居
り
、
又
人
々
は
袋
幣
が
不
安
定
の
も
の
と
な
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認
め
凝
ひ
ミ
も
持
た
な
か
貫
か
ら
、
橡
好
を
立
て
↓
自
分
吟
嶺
む
櫻
豊
治
を
す
る
に
は
、
蔑
干
の
政
人
を
特
ヨ
き
か
を
知
る
と
主
が
 
 

出
警
。
そ
し
て
其
の
急
造
す
て
、
働
く
㌢
長
め
て
隠
退
し
、
雷
管
か
域
・
蒜
讐
せ
き
と
が
出
来
な
搾
れ
ば
、
故
郷
へ
躍
 
 
 

っ
て
象
族
の
家
に
居
住
し
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
欲
望
の
制
限
と
、
後
想
外
の
事
が
無
け
れ
ば
欲
薯
を
満
足
盲
せ
得
る
月
能
性
と
K
依
っ
て
、
多
 
 

く
の
人
々
は
看
利
な
る
結
婚
後
、
骨
年
時
代
よ
り
金
利
で
生
治
し
、
叉
兵
役
を
終
へ
て
蹄
っ
て
後
無
職
で
居
る
と
と
が
出
爽
た
の
 

療
普
の
噌
好
或
は
其
の
、
熱
愛
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
特
性
と
な
つ
た
。
子
供
達
が
仙
人
前
忙
な
る
K
就
い
て
授
助
を
し
た
後
、
手
を
納
れ
ず
忙
被
 
 

等
佐
波
さ
う
と
竃
む
登
本
を
砿
や
す
た
め
に
、
自
分
の
出
致
を
紛
滅
ナ
る
と
い
ふ
と
と
も
屡
々
あ
っ
た
。
勿
論
斯
か
る
魚
風
は
、
若
い
企
典
心
忙
 
 
 

富
む
藷
幽
の
競
争
と
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
フ
ラ
ン
ス
に
取
っ
て
は
、
経
済
上
の
】
つ
の
弱
鮎
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
此
の
気
風
は
金
融
上
の
 
 

大
な
る
カ
で
あ
つ
た
。
即
ち
我
囲
．
の
経
済
的
設
備
、
疎
通
瀾
の
建
設
、
戦
前
二
十
年
間
忙
密
生
し
た
る
大
工
染
の
費
遜
、
韓
鍍
の
整
備
、
砥
民
地
 
 

の
開
教
K
必
■
紫
な
る
資
本
を
提
供
し
、
久
我
囲
の
閑
際
収
支
の
受
取
勘
定
超
過
忙
依
っ
て
外
観
忙
封
し
て
借
款
を
興
へ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
 
 
 

だ
も
の
ば
、
此
．
の
貯
留
で
あ
つ
熟
。
」
 
 

こ
 
貯
 
蓄
 
力
 
の
 
原
 
因
 
 
 

）
ス
キ
手
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
特
に
貯
蓄
心
に
富
む
こ
と
に
就
い
で
否
定
は
し
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
貯
背
カ
に
就
い
て
は
 
 

1
｝
J
 
 

）
）
 
他
の
深
い
原
因
が
存
す
る
と
な
し
、
其
の
主
要
な
る
も
の
と
し
て
一
出
生
率
の
少
き
こ
と
、
二
 
財
産
の
分
割
、
三
島
柴
の
盛
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 

ヽ
ノ
 
な
る
こ
よ
及
び
農
兼
恐
慌
の
経
規
、
凶
 
以
前
よ
り
背
痛
せ
ら
れ
た
る
富
を
蓼
げ
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
四
つ
の
主
要
原
閃
に
就
い
て
 
 

（
 
 

は
、
彼
れ
は
軽
重
の
差
を
付
け
て
ゐ
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
力
の
放
も
重
要
な
る
原
因
を
何
れ
に
敬
い
て
ゐ
る
か
を
知
る
た
め
 
 

（
3
）
 
 

に
、
彼
れ
の
逓
、
べ
て
ゐ
る
．
も
の
を
要
約
補
足
し
て
次
に
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

大
磯
節
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
普
及
び
投
資
 
 

（
九
三
）
 
 
≡
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第
十
≡
令
 
弟
二
鶉
 
 

＼ 

（
九
四
）
 
四
 
 
 

鎗
「
に
‖
生
率
の
少
い
こ
と
は
貯
蓄
を
す
る
に
都
合
よ
き
鵬
要
素
で
は
あ
る
が
、
彼
れ
は
之
れ
を
過
重
硯
し
て
は
な
ら
ぬ
と
述
べ
 
 

て
ゐ
る
。
即
ち
子
供
が
少
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
貯
蓄
が
m
氷
る
椋
で
あ
る
が
、
一
面
に
は
子
供
の
多
い
父
は
弼
身
宥
や
一
人
二
 
 

人
の
子
供
を
持
つ
父
よ
り
も
多
く
働
き
生
活
を
質
素
に
し
て
後
者
に
劣
ら
ぬ
貯
蓄
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
叉
子
供
が
一
人
で
あ
る
と
 
 

之
れ
を
大
切
に
育
て
費
用
を
多
く
拗
け
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
人
間
の
生
産
に
は
商
品
の
生
産
と
同
じ
様
な
鮎
が
あ
つ
で
、
蕪
産
 
 

費
が
生
慮
の
増
加
に
伴
っ
て
減
少
す
る
。
鏑
叉
今
日
の
子
供
は
明
月
の
生
産
者
と
成
り
貯
蓄
者
と
成
る
か
ら
、
成
年
人
口
の
多
い
こ
 
 

と
が
貯
蓄
力
の
重
蟄
な
る
質
素
と
成
る
。
そ
れ
故
に
フ
ラ
ン
ス
の
出
産
率
の
少
い
こ
と
叉
従
つ
で
人
口
の
少
い
こ
と
を
、
其
の
貯
蓄
 
 

力
の
詮
明
と
し
て
過
重
硯
し
て
は
な
ら
ぬ
と
言
ふ
。
 
 
 

第
二
に
財
産
の
分
割
に
就
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
分
割
相
続
制
鹿
を
探
っ
て
ゐ
る
の
で
、
之
れ
が
中
産
階
級
を
多
数
な
ら
し
め
る
 
 

〓
帰
国
と
な
る
の
で
ぁ
る
が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
は
中
産
階
級
の
貯
蓄
力
は
確
か
に
官
有
階
級
の
貯
蓄
力
よ
り
も
犬
で
あ
り
、
且
叉
フ
 
 

ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
p
・
1
が
述
べ
た
貯
蓄
心
の
最
も
磯
達
し
て
ゐ
る
の
は
確
か
に
中
韓
階
級
で
あ
▼
る
と
思
は
れ
る
と
富
ふ
。
之
れ
に
就
い
 
 

て
絞
れ
は
、
精
確
な
る
統
計
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
例
へ
ば
紙
筒
法
の
収
入
を
小
都
市
或
は
田
舎
に
住
む
四
家
族
に
各
五
 
 

千
法
宛
分
割
し
た
壌
合
に
は
、
武
萬
法
の
収
入
が
太
郎
市
に
住
む
∵
家
族
に
乱
し
て
ゐ
る
場
合
よ
り
も
、
多
く
の
貯
蓄
を
生
や
る
こ
 
 

と
は
確
か
で
あ
る
と
述
べ
で
ゐ
る
。
然
し
彼
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
力
の
原
因
と
し
で
此
の
財
産
の
分
割
を
ば
、
先
の
出
鐘
率
の
少
 
 

き
こ
と
以
上
に
過
重
絶
し
で
は
な
ら
ぬ
と
冨
ふ
。
 
 

（
諌
こ
 
 

彗
一
に
フ
ラ
ン
ス
の
農
薬
の
盛
ん
な
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
職
業
人
口
納
成
中
讐
位
を
占
め
て
居
る
も
の
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口
が
大
都
市
に
集
中
し
で
居
ち
豊
ハ
の
大
部
分
は
田
舎
或
は
中
小
郡
市
に
存
す
諸
こ
と
に
伐
つ
で
知
ら
れ
る
が
、
、
レ
ス
キ
一
ユ
ー
ル
は
 
 

フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
力
の
故
も
藍
単
な
る
原
因
を
此
虚
根
艇
い
で
ゐ
る
。
彼
れ
は
貯
蓄
の
敵
は
替
移
で
あ
り
、
賓
修
は
大
都
市
に
於
で
 
 

行
は
れ
る
、
田
舎
や
中
小
郡
市
に
於
で
は
賓
修
は
少
く
家
賃
や
地
代
は
安
く
生
活
費
は
少
い
、
従
つ
で
貯
蓄
が
机
来
る
圭
一
己
ふ
。
、
更
 
 

に
彼
れ
は
、
農
民
が
貯
蓄
を
す
る
に
め
に
は
彼
等
が
其
の
土
地
よ
り
収
入
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
且
又
其
の
蓄
積
す
る
資
本
が
 
 

農
村
の
開
後
に
必
要
で
無
い
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
」
九
〇
〇
年
頃
即
ち
盛
業
恐
慌
が
格
規
し
葡
萄
栽
増
地
の
再
興
せ
ら
れ
 
 

仁
懲
時
に
於
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
力
及
び
廃
分
の
自
由
な
る
資
金
が
檜
加
し
た
山
原
因
は
右
の
鮎
に
存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
之
れ
 
 

は
一
ル
七
〇
年
よ
ト
ニ
ふ
八
一
凶
年
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
敏
速
を
研
究
す
る
場
合
に
、
和
も
す
れ
ば
充
分
に
強
調
せ
ら
れ
な
い
寄
 
 

寓
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
（
詮
二
）
 
 
 

第
四
に
フ
ラ
ン
ス
の
富
は
約
二
世
紀
以
前
よ
り
有
偶
語
券
の
形
で
蓄
積
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
生
す
る
収
入
及
び
公
債
赦
債
株
式
の
 
 

償
還
金
が
亦
フ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
力
を
増
加
せ
し
め
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
貯
蓄
が
貯
蓄
を
生
む
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
が
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
の
貯
蓄
功
の
原
因
に
就
い
で
の
説
明
で
あ
る
が
、
前
掲
ロ
リ
オ
の
言
ふ
と
こ
ろ
と
併
せ
考
へ
る
な
ら
ば
、
 
 

大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ス
S
虚
蓄
力
は
、
尭
と
し
て
中
産
階
級
特
に
盛
衰
の
蟹
達
と
開
聯
し
て
良
民
階
級
に
存
し
て
居
っ
た
と
確
か
に
冨
 
 
 

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
 
 

（
証
こ
 
】
八
六
六
年
、
二
八
九
」
ハ
年
、
劇
九
〇
六
年
、
及
び
劇
九
三
ハ
年
の
人
口
調
査
忙
依
る
フ
ラ
ン
ス
の
糀
染
人
口
の
分
布
は
次
の
如
く
で
 
 

（
4
）
 
 

あ
る
0
 
 

大
磯
前
に
於
け
藩
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
常
及
び
投
充
 
 

（
九
瓦
）
 
 
五
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



倫
、
マ
ル
ク
ン
も
雪
大
岡
真
の
こ
と
を
述
べ
て
二
フ
ラ
ン
ス
の
有
偶
語
券
の
檜
加
は
袋
の
盛
警
相
聞
聯
す
…
富
ひ
琴
か
」
と
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）
 
 

述
べ
て
ゐ
る
。
 
 

然
ん
其
の
急
に
於
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
貯
蓄
に
依
つ
て
安
泰
慧
生
活
を
誉
こ
と
に
専
心
す
る
の
飴
り
、
保
守
退
嬰
的
と
な
 
 
 

（
竺
）
「
フ
ラ
ン
ス
の
塵
光
は
、
一
八
八
〇
賃
ヱ
九
〇
五
年
忙
葦
古
間
に
、
其
の
嘉
な
る
富
を
構
成
す
る
こ
つ
の
産
物
即
ち
小
警
葡
 
 
 

萄
酒
と
の
激
烈
な
る
恐
慌
還
っ
て
、
非
常
冨
娩
審
を
要
り
た
0
（
即
ち
）
－
八
七
三
年
よ
り
小
謬
の
個
格
は
殆
ん
ど
止
め
庶
な
く
下
落
 
 
 

し
、
叉
；
八
〇
坤
よ
ヱ
八
九
〇
年
に
至
る
間
葡
萄
患
が
葡
萄
栽
培
地
を
破
壊
し
た
。
ハ
此
の
）
小
警
備
櫓
下
落
と
葡
萄
栽
培
地
の
破
拭
 
 
 

と
に
依
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
米
収
入
は
減
退
し
た
。
他
方
に
於
て
葡
萄
我
瑠
他
の
後
興
に
多
く
の
資
本
が
吸
収
せ
ら
れ
た
0
之
等
の
理
由
 
 
 

還
っ
て
讐
自
由
な
基
本
は
（
常
時
）
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
少
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
－
莞
七
年
よ
牒
小
夢
の
憫
格
は
上
り
葡
萄
我
培
 
 
 

地
笛
登
ら
れ
、
葡
萄
酒
の
僧
格
は
騰
誉
た
。
而
し
て
筋
衆
農
幾
枚
入
従
っ
て
叉
フ
ラ
ン
ス
の
収
入
は
檜
大
し
、
そ
れ
意
に
フ
ラ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 

5
）
 
 

ス
の
力
は
す
る
に
っ
た
の
で
あ
る
。
」
 
 

貯
電
増
大
至
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り
、
企
業
心
の
衰
微
、
人
口
増
加
率
の
停
滞
或
は
減
退
を
来
す
と
い
ふ
紋
鮎
が
存
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
単
著
の
申
、
此
の
快
鮎
を
指
 
 

摘
す
る
も
の
を
蓼
げ
る
と
、
例
へ
ば
マ
ル
タ
ン
が
■
「
二
閥
の
完
全
な
る
経
済
的
教
法
は
、
之
等
二
つ
の
性
向
（
貯
蓄
心
と
企
発
心
）
 
 

と
が
保
海
せ
ら
れ
満
場
さ
れ
終
る
の
で
な
け
れ
ば
、
贋
現
せ
な
い
。
戯
る
に
戦
前
に
於
て
は
、
政
治
方
面
に
於
て
も
我
が
銀
行
制
度
 
 

の
一
般
的
状
態
に
於
て
も
、
貯
蓄
心
が
企
発
心
よ
り
も
教
連
の
可
能
性
が
多
か
つ
に
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
イ
ギ
リ
ス
、
 
 

＼
 
ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
銀
行
は
金
利
生
餌
者
よ
り
も
露
巣
家
を
多
く
満
足
さ
せ
る
様
に
憫
意
し
た
に
反
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
貯
 
 

蓄
に
封
し
で
多
数
の
礫
闘
釘
付
興
し
仁
。
…
…
…
発
慮
心
（
頂
㌢
○
篭
n
C
e
）
及
び
貯
蓄
心
が
企
発
心
及
び
創
造
の
精
神
を
後
退
さ
せ
 
 

た
。
又
利
己
壷
嚢
が
斯
か
る
性
向
を
強
め
る
こ
と
に
伐
つ
で
、
′
国
民
は
よ
り
多
く
貯
蓄
を
確
欝
に
な
し
得
る
様
に
、
子
供
を
殖
や
す
 
 

（
ァ
）
 
 

こ
と
を
差
終
へ
る
様
に
な
つ
た
」
と
述
べ
、
叉
コ
ル
ソ
ン
が
「
常
人
の
意
見
セ
は
フ
ラ
ン
ス
は
貯
背
の
嗜
好
の
最
も
額
達
し
、
最
も
 
 

普
及
し
て
ゐ
る
閣
の
仙
つ
で
あ
る
。
只
我
観
で
は
他
の
何
れ
の
蒐
よ
り
も
小
額
の
貯
蓄
は
多
く
で
も
、
大
資
本
家
殊
に
中
資
本
家
は
 
 

企
発
心
が
少
い
、
従
っ
て
英
・
猫
・
米
人
は
フ
ー
フ
ン
ス
人
よ
り
も
髄
約
で
な
い
が
、
其
の
資
本
の
犬
臆
な
る
使
用
に
依
っ
て
、
叫
世
 
 

へ
8
）
 
 

紀
以
前
よ
り
富
有
と
な
つ
て
ゐ
る
。
」
と
富
へ
る
が
如
き
は
之
れ
で
あ
る
。
 
 
 

大
戦
前
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
貯
蓄
の
性
格
、
貯
帯
力
の
原
田
は
上
述
の
如
く
で
あ
り
、
叉
そ
れ
に
伐
つ
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
保
守
的
 
 

な
る
性
質
、
フ
ラ
 

の
諸
囲
に
勝
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
容
易
に
知
る
帝
を
得
な
い
。
ジ
ー
ド
は
此
の
鮎
に
放
て
衆
ひ
を
抱
き
、
前
掲
の
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
 
 

ー
p
－
1
の
言
葉
を
蓼
げ
た
る
後
攻
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
 
 

大
磯
前
忙
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
詳
及
び
投
婁
 
 

（
九
七
）
 
 
七
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然
し
、
ジ
ー
ド
自
身
も
認
め
て
ゐ
る
が
如
く
、
「
各
観
の
諸
事
情
の
相
違
、
郵
便
貯
金
や
麿
蓄
銀
行
の
毀
金
以
外
の
詐
称
の
投
資
 
 

方
法
、
特
に
土
地
の
買
入
、
預
金
受
入
の
＝
琴
限
度
等
」
を
考
旛
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
右
の
如
き
数
字
の
み
に
伐
っ
て
 
 

春
闘
の
貯
蓄
力
の
大
小
を
示
す
狩
擦
と
甘
な
し
難
い
の
で
あ
る
。
只
だ
ジ
ー
ド
が
右
の
数
字
を
蓼
げ
る
こ
と
に
依
つ
で
、
「
フ
ラ
ン
 
 

ス
が
貯
蓄
観
で
あ
る
と
い
ふ
評
判
は
非
常
に
誇
張
で
あ
り
、
フ
ナ
ン
ス
は
も
つ
と
詭
遽
す
べ
き
で
あ
る
」
と
城
中
で
ゐ
る
こ
と
は
注
 
 

（
9
）
 
 

普
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 
 

三
 
園
 
民
 
貯
 
蓄
 
の
 
推
 
算
 
 
 

一
国
民
の
国
民
所
得
の
申
幾
干
が
貯
蓄
せ
ら
れ
、
幾
干
が
諸
方
面
の
滑
費
に
向
け
ら
れ
る
か
ゞ
蹄
碓
に
知
ら
得
る
な
ら
ば
、
其
の
 
 

利
用
償
借
は
極
め
て
大
な
る
も
の
と
な
り
、
例
へ
ば
我
固
現
下
の
問
題
た
る
園
債
の
油
化
力
、
壷
産
撰
充
資
金
の
多
寡
、
叉
滑
費
節
 
 

約
の
故
地
或
は
限
度
等
を
精
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
し
、
又
凝
視
政
賃
豊
纂
欒
動
其
他
の
研
究
上
に
於
け
る
東
野
な
 
 
 

1
、
⊇
篭
芦
f
l
】
】
 

割
判
ヨ
 
 

革
十
≡
巻
 
弟
こ
駅
 
 

（
九
八
〕
 
八
 
 

「
統
計
は
斯
か
る
御
世
辞
的
な
る
意
見
を
璧
帆
せ
な
い
っ
敢
其
の
指
標
は
、
各
閲
に
於
け
る
預
金
者
の
板
金
の
甲
均
綿
を
採
ら
ず
妃
、
住
民
天
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

懲
り
の
預
金
の
平
均
額
を
採
る
と
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
（
州
九
二
九
年
の
）
に
換
算
し
た
る
其
の
数
字
は
次
の
如
く
で
あ
る
0
 
 

デ
 
ン
 
マ
 
ー
 
ク
 
 
 

北
米
合
衆
園
 
 
 

イ
 
ギ
 
リ
 
ス
 
 
 

ド
 
 
イ
 
 
ツ
 
 

三
、
九
九
〇
 
 

二
、
脚
0
0
 
 
 

仙
、
0
0
〇
 
 

八
≡
七
 
 

フ
 
 
ラ
 
 
ン
 
 
ス
 
 

イ
 
 
ク
 
り
 
 
ー
・
 
 
 

ベ
 
ル
 
ギ
 
ー
 
 
 

ス
 
ペ
 
イ
 
ン
 
 

八
こ
〇
 
 
 

八
〇
〇
 
 
 

四
七
八
 
 
 

雲
入
O
」
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る
資
料
と
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
其
の
計
算
は
非
常
に
網
赦
で
あ
り
、
資
料
の
紋
乏
或
は
不
充
分
の
た
め
に
、
 
 

遺
漏
や
重
複
の
無
い
正
確
は
容
易
に
求
協
得
ら
れ
な
い
。
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
五
於
て
も
、
銀
行
其
他
の
預
金
額
、
保
険
料
彿
込
覇
、
有
償
詮
索
庖
行
額
等
の
如
き
貯
蓄
の
存
春
或
は
其
の
投
資
を
示
 
 

す
若
干
の
層
料
は
所
在
し
て
居
て
も
、
之
等
を
避
雷
に
綜
合
取
持
し
て
問
民
貯
蓄
の
多
年
に
常
る
椎
訝
を
試
み
た
者
は
少
い
株
で
あ
 
 

っ
て
 

推
算
よ
 

大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
年
々
の
閥
民
貯
蓄
に
放
て
は
、
英
的
の
ベ
イ
シ
n
は
二
億
傍
即
ち
常
時
の
五
十
憶
法
徐
に
見
秩
 
 
 

（
用
）
 
 

り
、
ジ
ー
ド
は
「
官
有
な
る
国
民
に
於
で
は
貯
蓄
は
金
筋
の
所
得
の
劇
割
乃
至
二
割
の
間
で
欒
化
す
る
様
に
風
は
れ
る
。
此
の
割
合
 
 

に
従
へ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
年
々
の
貯
蓄
は
仝
鰻
の
所
得
三
百
倍
乃
至
三
庁
五
十
億
法
（
金
フ
ラ
ン
）
に
対
し
て
四
五
十
億
放
と
見
積
る
こ
 
 

（
〓
）
 
 

と
が
出
来
る
」
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
推
算
の
根
接
を
示
し
て
ゐ
な
い
の
で
、
其
の
根
腺
を
比
較
的
明
瞭
に
知
る
こ
と
の
出
来
る
レ
ス
 
 

キ
ュ
ー
ル
に
依
れ
ば
、
約
囚
十
倍
法
と
見
積
っ
て
ゐ
る
。
此
の
見
積
を
如
何
に
し
て
出
し
た
か
と
言
へ
ば
、
ネ
ー
マ
ル
ク
、
ル
P
 
 

（
謹
≡
）
 
 

ア
・
ポ
ー
リ
ユ
ー
の
如
き
此
の
方
面
の
槽
威
者
の
推
算
し
に
る
フ
ラ
ン
ス
の
年
々
の
偶
人
貯
蓄
額
約
二
十
憶
法
の
上
に
、
ネ
ー
マ
ル
 
 

（
謹
四
）
 
 

ク
の
推
算
し
に
年
々
償
還
せ
ら
れ
る
債
務
額
を
十
年
債
法
と
見
て
之
れ
を
加
へ
、
更
に
株
式
合
計
の
年
々
の
利
谷
積
立
金
を
数
億
法
 
 

（
1
2
）
 
 

（
謹
五
）
 
 

と
虜
、
孝
二
者
の
合
計
を
約
四
十
億
建
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

従
っ
て
此
の
掴
十
億
法
と
い
ふ
金
融
は
、
年
々
の
新
貯
蓄
と
見
る
べ
き
偶
人
貯
蓄
と
法
人
貯
蓄
と
の
合
計
の
上
に
、
管
貯
蓄
の
投
 
 

大
磯
前
元
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
閲
民
貯
苗
及
び
投
資
 
 

（
・
九
九
）
 
 
九
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資
よ
り
あ
解
雪
見
る
べ
是
々
の
償
諾
意
完
へ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
レ
ス
キ
；
ル
喜
へ
る
が
如
く
、
年
芸
魔
笛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
 
l
 
 
ヽ
 
 
▼
 
 
ヽ
 
＿
 
：
、
、
、
 
 

（
用
）
 
由
な
る
資
本
で
あ
る
が
、
絞
れ
は
叉
此
の
約
凶
十
億
法
を
以
て
大
型
別
に
於
け
る
貯
蓄
の
年
々
の
後
生
額
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
彗
）
子
マ
ル
ク
は
大
君
の
フ
ラ
ン
ス
の
富
違
い
て
詳
管
長
警
1
た
が
、
其
の
莞
「
フ
ラ
ン
ス
の
肝
腎
概
竿
蒜
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
4
）
 
 
 
至
二
十
億
法
有
償
渡
歩
忙
投
資
せ
ら
れ
或
は
保
留
せ
ら
れ
る
」
と
し
、
其
の
内
謬
を
次
の
如
ぐ
示
し
て
ゐ
る
。
 
 

合
計
 
十
≡
億
二
千
商
法
力
奄
十
五
億
二
千
こ
甘
四
十
萬
八
千
三
甘
六
十
九
法
 
 

（
慧
）
 
レ
ス
三
－
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
機
雷
紅
は
其
の
利
霊
晶
立
金
と
t
て
捷
顔
す
至
と
が
賛
し
い
か
ら
、
之
れ
を
以
て
無
璃
す
 
 
 

（
託
四
）
 
ネ
ー
マ
ル
ク
の
推
算
し
た
る
年
々
慣
渡
せ
ら
れ
 
 

劇
、
各
種
の
債
券
及
び
陀
葦
の
年
債
鍍
金
 
 

二
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
外
囲
詮
券
の
割
増
金
 
 

ニ
「
フ
ラ
ン
ス
年
賦
償
澄
公
債
 
 

四
、
外
 
囲
 
々
 
倍
 
 

五
、
無
後
約
の
外
囲
詮
券
の
慣
遮
金
 
 

六
、
在
外
外
囲
証
券
の
償
遼
金
 
 

倫
、
・
サ
ー
マ
ル
ク
は
此
の
数
字
が
少
し
も
過
大
で
は
な
く
、
寧
ろ
控
え
目
で
あ
つ
て
賃
際
よ
り
鬼
少
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。
 
 

合
計
 
十
七
億
五
千
謁
法
力
葦
十
九
億
二
千
五
官
前
法
 
 

十
五
億
法
 
 

約
仙
億
法
乃
至
二
億
法
 
 

仙
億
五
千
琉
港
井
草
】
健
二
千
五
官
商
法
 
 

第
十
≡
巻
 
第
こ
渋
 
 

フ
ラ
ン
ス
に
於
て
資
質
せ
ら
れ
る
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
外
囲
の
有
償
詑
券
へ
の
投
資
年
額
 
 

請
銀
行
の
預
金
の
年
噂
加
額
に
し
て
翌
年
以
後
に
於
て
結
局
投
資
せ
ら
れ
ろ
も
の
 
 

大
小
貯
蓄
者
の
金
庫
或
は
毛
談
の
靴
下
申
に
不
利
用
の
億
保
持
せ
ら
れ
る
眞
の
保
留
貯
嘗
 
 

る
倍
捗
額
の
内
謬
は
次
の
如
く
で
あ
る
○
 
 

十
億
力
至
十
二
億
法
 
 
 

こ
二
、
五
七
九
、
ニ
〓
ハ
九
法
 
 
 

四
九
、
入
二
九
、
0
0
0
法
 
 
 

こ
五
〇
、
0
0
0
、
0
0
0
法
 

（
1
5
し
 
 （

劇
0
0
）
 
山
○
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と
信
す
る
こ
と
は
、
堅
剛
の
私
人
所
得
の
合
計
は
三
石
二
十
憶
と
川
百
億
と
の
間
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
‥
‥
⊥
と
並
べ
で
ゐ
る
。
 
 
 

更
に
デ
ュ
ゲ
・
ド
・
ベ
ル
ノ
ン
ゲ
イ
ル
の
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
図
民
所
得
統
計
に
依
れ
ば
、
 
 

（
1
8
）
 
 

次
表
の
如
く
三
空
ハ
十
倍
法
と
な
つ
で
ゐ
る
。
（
単
位
十
億
法
）
。
 
 

芝
と
の
出
水
な
い
貯
蓄
の
源
泉
と
し
て
ゐ
る
0
而
し
て
数
億
法
と
い
ふ
見
積
は
、
極
め
て
粗
布
な
る
仕
方
で
は
あ
る
が
、
凡
て
の
株
式
曾
 
 
 

紋
の
年
々
の
積
立
金
妄
知
り
得
な
い
が
た
め
忙
、
九
大
冶
金
工
米
食
祉
の
完
〇
四
年
よ
ヱ
九
〇
入
年
迄
の
吾
年
間
の
横
芝
．
の
年
苧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
6
）
 
 
 
＼
 
 
 

均
硯
二
千
三
百
八
十
商
法
よ
り
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

次
に
大
戦
前
の
フ
一
㌃
ス
の
囲
民
所
得
－
私
人
所
得
の
総
額
卜
に
就
い
守
は
、
コ
ル
ソ
ン
が
次
の
如
き
推
算
を
碑
表
し
で
ゐ
る
。
 
 

（
盟
位
十
億
法
）
 
 

然
し
彼
れ
は
之
等
の
数
字
を
飴
り
正
確
な
る
も
の
と
考
へ
る
と
却
つ
で
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
望
息
し
で
、
 
 

大
戦
前
忙
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
啓
及
び
投
資
 
 

一
九
；
一
年
の
私
人
所
得
の
絶
額
は
 
 
 

（
二
〕
ニ
ー
一
 
 
 

「
確
か
に
断
言
し
得
る
 
 

（
1
・
7
）
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右
の
如
く
∴
九
＝
毒
の
フ
ラ
ン
晶
属
所
得
を
約
言
六
十
億
法
と
見
る
こ
と
は
、
他
の
革
者
（
フ
ラ
ン
リ
ア
・
マ
ル
サ
ル
、
 
 

（
1
9
）
 
 

テ
リ
ー
、
セ
リ
グ
マ
ン
）
に
於
て
も
大
鰐
姦
し
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
。
又
、
ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
完
三
年
の
フ
ラ
ン
 
 

ス
観
民
貯
蓄
妄
五
十
憶
警
し
、
そ
れ
が
国
民
桝
怨
の
七
分
の
叫
に
嘗
と
讐
て
ゐ
る
か
ら
、
固
民
所
得
を
三
宮
吾
憶
管
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
∞
）
 
 

て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。
 

望
の
如
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
戦
前
の
桶
屋
苔
及
び
図
民
所
得
に
就
い
て
は
、
有
力
な
る
単
著
の
研
究
に
依
っ
て
晶
大
富
 
 

数
字
を
蓼
げ
待
合
過
ぎ
だ
の
で
あ
り
、
夏
各
々
の
誓
が
同
義
る
穿
の
方
法
、
材
料
に
依
っ
た
も
の
で
も
だ
か
ら
、
 
 

闘
民
貯
蓄
が
囲
民
所
得
に
対
し
て
ノ
幾
川
の
割
合
を
占
め
で
ゐ
る
か
に
就
て
も
、
勿
碧
確
空
こ
と
は
判
ら
だ
の
で
あ
る
が
、
図
 
 

霹
得
を
三
富
五
十
億
或
は
≡
票
十
億
警
し
て
観
民
貯
蓄
を
禿
十
億
管
す
れ
ば
、
要
は
雷
の
二
型
四
分
飴
或
は
警
常
 
 

り
、
国
民
貯
蓄
を
由
f
億
警
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誓
の
叫
割
蒜
飴
に
常
る
こ
と
に
誉
。
従
っ
て
大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
閥
民
 
 

芸
は
讐
乍
ら
賢
所
得
に
封
し
て
壱
妄
乃
至
郵
四
分
位
の
も
の
喜
ふ
こ
と
が
出
来
畠
で
雷
う
。
（
歪
）
 
 

（
1
）
J
・
訂
e
弓
e
二
し
意
毒
e
e
昌
a
n
c
2
・
N
賢
一
眉
P
＝
合
古
家
i
ニ
し
e
s
p
r
O
b
－
か
宗
d
u
c
藍
t
e
昌
a
n
至
芸
．
ワ
 
 
 
ぶ
声
G
i
d
e
盲
一
－
－
S
d
．
小
c
言
m
i
2
p
O
茸
一
三
○
軍
↑
○
邑
＝
畢
2
日
冨
－
1
0
－
2
こ
し
・
ロ
2
－
a
n
n
e
竿
訂
）
き
F
介
計
s
邑
e
u
－
・
Ⅵ
 
 

l
n
O
b
i
夢
2
苗
字
a
n
e
2
二
琵
P
」
…
○
－
e
・
亀
崎
善
之
戚
、
彿
騎
西
の
銀
行
霊
融
（
大
豊
年
）
〒
買
 
 

（
2
）
J
・
ど
阜
ぎ
2
き
m
e
d
e
s
－
星
空
p
邑
房
≡
骨
管
2
ぎ
n
嘗
（
J
喜
a
l
d
e
を
n
邑
s
－
e
s
妄
昌
仙
c
・
“
盃
♪
 
 
 
 
吋
句
 

・
譜
○
－
∽
竺
）
 
 
 

（
3
）
 
J
∴
訂
営
u
ぷ
O
p
．
C
i
t
．
憎
P
”
拐
－
措
 
 
 

（
4
）
 
J
・
ト
験
2
詔
｝
I
b
i
d
．
憎
．
会
n
象
e
．
 
 
 

′  

第
十
≡
巻
 
策
士
戟
 
 

（
「
〇
二
）
 
t
こ
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（
与
）
 
J
・
訂
s
2
r
e
】
b
i
d
憎
い
望
 
 

（
6
）
 
¢
・
試
鴛
t
i
n
】
O
p
 
e
i
t
・
勺
●
∽
旧
 
 

（
7
）
 
（
叫
．
ぎ
邑
n
．
〇
p
．
e
i
ナ
．
罵
…
詠
√
1
温
 
 

（
8
）
 
P
 
C
0
1
s
呂
u
C
O
彗
S
d
、
訂
O
n
O
邑
e
p
O
－
i
t
i
q
u
2
・
巳
∃
e
∽
e
小
一
譜
♪
七
日
金
一
 
 

（
9
）
 
（
芦
G
i
計
－
O
p
●
C
i
t
・
憎
‖
望
ひ
n
O
t
e
・
 
 

（
1
0
）
 
盛
時
蕃
之
助
、
前
瑞
琴
 
五
四
七
貫
 
 

へ
1
1
）
 
C
F
●
G
i
d
e
●
O
p
・
e
i
t
・
勺
り
望
叩
n
O
t
e
 
 

（
1
2
）
．
J
．
1
L
琶
u
r
e
も
p
・
註
・
P
什
思
 
 

（
1
3
）
 
J
．
F
e
s
c
焉
e
・
〇
p
・
C
i
t
・
憎
憎
巾
の
ゆ
1
3
 
 

（
1
4
）
 
A
．
穿
）
貞
胃
e
k
、
ト
〉
肯
鴛
習
e
許
n
巾
a
i
諾
e
t
S
O
n
詠
邑
O
p
p
e
m
e
n
t
賀
≡
e
－
・
 
 

（
J
O
∃
n
已
d
e
－
a
許
c
i
監
d
e
 
S
t
a
課
i
t
宅
e
計
謬
象
二
等
∽
－
勺
り
時
∽
∽
1
N
望
）
 
 

へ
1
5
）
 
A
・
慧
竃
a
岩
打
■
卜
2
S
a
m
O
r
－
i
鷲
莞
n
訂
e
－
r
e
邑
O
u
r
S
e
m
2
n
訂
d
a
n
s
l
e
g
u
l
S
d
u
s
i
芝
e
・
 
 

（
J
O
u
r
－
｝
已
d
e
－
p
 
S
O
款
t
か
d
e
 
S
t
a
t
i
s
t
i
q
u
e
 
d
e
謬
r
i
s
二
竺
○
、
P
…
N
N
O
）
 
 

′＼  ／ヽ  ′＼ 181716  

＼J   ）  ＼J  

′《ヽ   （ 2019  

＼ノ   ）  

J
・
卜
e
s
c
u
r
e
 
O
p
・
已
・
ヤ
∴
岩
 
 

P
 
C
0
1
s
O
芦
O
p
・
e
i
t
●
吋
P
…
合
印
－
ム
塁
 
 

P
D
l
温
計
野
n
O
n
垂
e
】
訂
箋
e
≡
p
r
i
諾
S
六
R
e
く
u
2
d
孟
…
、
○
≡
1
e
苫
1
－
i
q
l
l
e
‥
邑
音
n
二
琶
）
 
（
訂
ヨ
…
2
 
 

許
O
n
2
風
一
l
e
a
n
n
鼓
r
e
p
O
u
∵
計
の
）
 
惰
り
竺
¢
 
 

0
ロ
H
．
G
．
已
O
u
誉
n
a
n
d
P
訂
一
碁
｝
T
h
e
句
蒜
n
C
h
∵
e
b
t
耳
。
r
訂
m
二
結
び
“
輝
烏
串
 
 

芦
e
穿
O
n
O
冒
i
s
ニ
T
h
e
穿
t
i
？
L
已
I
n
e
O
宮
○
巧
守
p
n
c
e
賀
d
↑
h
2
ぎ
乙
2
n
O
『
T
p
邑
ぎ
）
m
r
a
e
ミ
ひ
二
塁
－
句
㌫
謡
 
 

大
戦
前
忙
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
貯
啓
及
び
投
資
 
 

（
叫
〇
三
）
 
二
ニ
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